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卒
業
証
秤
を
受
け
た
ト
ー
人
は
ス
ー
ツ
姿

で
、
い
つ
も
よ
り
こ
こ
ろ
も
ち
緊
張
ぎ
み
で

し
た
が
、
商
橘
組
合
長
か
ら
一
人
ひ
と
り
に

し
っ
か
り
と
、
卒
業
証
勝
と
記
念
砧
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

卒
業
箙
代
表
と
し
て
而
川
敦
志
一
二
１
Ⅲ

族
）
さ
ん
か
ら
「
今
川
ル
ー
キ
ー
ズ
カ
レ
ッ

ジ
を
卒
業
し
た
私
達
が
、
今
後
は
農
業
者
と

し
て
岡
ら
の
経
営
を
意
識
し
た
取
り
組
み
を

で塗一一一
壱国’

ル
１
キ
ー
ズ
カ
レ
ッ
ジ

｜
期
生
卒
業
式

平
成
十
五
年
度
に
当
農
協
の
担
い
手
創
出
協
議
会
が
開
講
し
た
担

い
手
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
「
ル
ー
キ
ー
ズ
カ
レ
ッ
ジ
」
｜
期
生
の
卒

業
式
が
六
月
十
一
日
に
行
わ
れ
た
総
会
に
先
だ
っ
て
同
会
場
で
開
か

れ
ま
し
た
。

行
い
、
中
標
津
川
農
業
を
発
展
さ
せ
て
い
く

よ
う
、
学
ん
だ
こ
と
を
役
立
て
て
い
き
ま
一
旦

と
関
係
機
関
、
関
連
団
体
に
お
礼
の
力
づ
よ

い
宣
誓
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

第
一
期
卒
業
生
に
対
す
る
海
外
研
修
は
、

１
一
月
八
日
か
ら
十
八
口
ま
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
方
面
で
、
フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
や
酪
農

正
場
見
学
な
ど
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

二
期
生
の
平
成
十
六
年
度
授
業
は
、
秋
に

開
講
い
た
し
ま
す
。

同
協
議
会
の
趣
旨
に
賛
同
い
た
だ
き
、
多

（
 

く
の
浄
財
を
く
だ
さ
っ
た
関
係
各
位
に
対
し

ま
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
当
日
、
都
合
で
証
諜
を
受
け
ら
れ

な
か
っ
た
卒
業
生
が
一
人
お
り
ま
す
の
で
、

十
二
人
が
卒
業
生
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

『煩，

＃１曇蓼鍵聯
ﾀﾞヘ

〆少

－Ｆ 

す響にまや一造ご旦執キ業案捉き十｝ﾘ|良どとて察族_
し、川力す応次成支、り｜ま展迦案ま七さ待質う比はｌＩｌ共年組
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つま鈴修りず域金、合て’TlT原とだノ［に、。｛「し推家、

第
釘
回

通
常
総
〈
蚕
を
終
一
凡
て

代
表
理
事
綣
合
長
高
橋
勝
義
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第
町
回
通
常
総
会

第
五
十
七
回
目
と
な
る
通
常
総
会
を
六
月
十
一
日
、
町
内
の
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ザ

寿
宴
で
開
き
、
昨
年
度
の
事
業
実
績
と
今
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
、
第
一
号
議
案
か
ら

第
七
号
議
案
に
わ
た
り
組
合
員
満
場
一
致
の
承
認
を
受
け
終
了
致
し
ま
し
た
。

〆可
■■ 

■ 

で■‐ ￣ 

蕊
句

３ 
｢１ 
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肘
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まの業遂い戯全かの○収率案下、り人｜|｝人

州
驍

爵

圧。

汎ま特願参よりりこいめ有合議ていノｋ祝全いＦてなに願いま七い
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百lJANAKASHIBETSU



アシ

平
成
十
六
年
度
の
総
合
共
進
会
が
十
五
日
、
町
内
の
ホ
ク
レ
ン
根
室
家
畜
市
場
で
開
か

れ
、
百
人
余
り
の
出
品
者
が
改
良
の
成
果
な
ど
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
第
三
十
四
回
中
標

津
町
農
協
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会
、
第
十
五
回
種
馬
共
進
会
、
第
六
回
黒
毛
和
種
共
進
会

（
中
標
津
町
和
牛
振
興
会
）
が
同
日
開
か
れ
、
ま
た
、
｜
昨
年
か
ら
は
、
丸
山
小
学
校
三

年
生
一
学
年
を
招
き
、
牛
と
の
ふ
れ
合
い
、
馬
と
の
ふ
れ
合
い
を
体
験
で
き
る
ア
ト
ラ
ク

囑乏
＞ロ

１－ 

シ
ョ
ン
も
町
と
組
合
員
さ
ん
の
協
力
で
行

っ
て
い
ま
す
。

第34回中標津町農協ホルスタイン共進会最高位.準最高位

出品者

壱
員 号名

Ｆ、
GClアースイーストレイシヨンラベール｜佐々木11/|雄

ＧＲＣ｜オレーターマラトーンプリンセス｜川村尊之

ＣＣｌアースイーストレイシヨンラベール依々木Ⅱ/{雄

CRC｜オレーターマラトーンプリンセス川村尊之

IＭＣアースイーストゴールドマーシヤル佐々木l1HMi

ｌＭＲＣハッピーランドブログレスマーシヤルスギ福||鳴信lIIi

久保１Ｍ［JＣエクセルシアサンデイ

JＲＣセンターリパーヒンペルスターメモリーＥＴｌｌｌ１Ｉｌ１将
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
の
部
は
莊
十
頭
の
出

陳
に
よ
り
競
わ
れ
ま
し
た
。
あ
い
に
く

朝
か
ら
の
雨
で
、
隠
内
で
の
審
査
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
が
、
高
橋
直
人
氏
（
静

岡
県
酪
農
家
｝
を
審
査
員
に
、
非
常
に

手
際
の
良
い
ジ
ャ
ッ
ジ
ン
グ
が
お
こ
な

各部１等賞入賞牛

部名

曽
圓

出品者号

久保ＭＩｊｃｌエクセルシアサンデイ弘
回
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

■
Ｌ
 

Ｐ
 

ｌセンターリバーヒンペルスクーメモリーＥＴIlUll将｜ＪＲＣ

、
FD厚Ｗ

ｉ 

久保、１１２エクセルシアＳｃデザイアー

２ハピイイーストプリンセスセレナiWiI村稔Ｆ甲、
■ 

３エクセルシアベテイー 久保剛

ﾖロングウエイメイソンメダリオンミステイ長正路健二

'1．ハツピーランドアイデアルストマテイーiliilllH）僧1W［

ゲル； ﾘﾘ111ﾐ原１［ＲＳＤＴＲリー

久保剛５エクセルシアテイフアニー

トヂ

『!染
Ｂアースイーストゴールドマーシヤル佐々木１１５１雄ＩＭＣ

Ｂハッピーランドダーハムポリリンihilllm借lＷ

７１センターリパーパイニーミツキーコム’'１川将

わ
れ
、
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
十

部
（
四
歳
経
産
牛
ク
ラ
ス
）
佐
々
木
昭

雄
氏
の
ア
ー
ス
イ
ー
ス
ト
レ
イ
シ
ョ

ン
ラ
ベ
ー
ル
が
輝
き
ま
し
た
。

７センクーリバーバークレインシーアンコールｌｌｌ１ｌｌｌ将

８ハツピーランドプロクレスマーシヤルスギｌ禍鵬ｌＦｉｌｌｌｊｌＭＲＣ

'１１ドに火８ローヤルスターアイコン

９レデルマーシヤルダーハムカズ１ＷI：一路

ｇマネーチヤイルドデルモアミステイカル金子雄司

'０アースイーストレイシヨンラベールI2lz々木１１/|雄ＧＣＳＯＢｕＣ

ｌＯオレーターマラトーンプリンセス川村１１i之ＧＲＣ･ＳＲＣ

l］サニーデールドラマチツクアスリートリliiiE原正

１１オークリツジスブローカートウインクル秋lll久雄

I 

ヘ

,４ lANAKAS111B1LTSU 

賞 名号 出品者

ＧＣ アースイーストレイシヨンラベール 佐々木11/伽(；

ＣＲＣ オレーターマラトーンプリンセス 川村尊之

ｃｃ アースイーストレイシヨンラベール 帷々木'1/{雄

ＣＲＣ オレーターマラトーンプリンセス 111村尊之

IＭＣ アースイーストゴールドマーシヤル 佐々木H1雄

IＭＲＣ ハッピーランドブログレスマーシヤルスギ 福''16信博

JＣ エクセルシアサンデイ 久保剛

JＲＣ センターリパーヒンペルスターメモリーＥＴ '|リ'１将

部 名号 出品者 賞

エクセルシアサンデイ 久保剛 JＣ 

ｾﾝﾀｰﾘﾊﾞｰﾋﾝﾍﾟﾙｽｸｰﾒﾓﾘｰＥＴ 【|リ|’将 JＲＣ 

２ エクセルシアＳｃデザイアー 久保剛

２ ハピイイーストプリンセスセレナ WIi村稔

３ エクセルシアベテイー 久保剛

３ ﾛングウエイメイソンメダリオンミステイ 長正路腱:２

/１ ﾊツピーランドアイデアルストマテイー ihil嶋僑Ｎｉ［
￣ 

と〕 S、『ｒＲリー i1liI12原１［

、 エクセルシアテイフアニー 久保剛

６ アースイーストゴールドマーシヤル 佐々木昭雄 IＭＣ 

６ ハッピーランドダーハムポリリン 紙ll鳴信陣

７ センクーリパーパイニーミツキーコム Iｌ１ｊｌｌ将

／ センターリバーバ･-クレインシーアンコール ''1川将

８ ﾊツピーランドブロクレスマーシヤルスギ 柵雌ＩＦ;柳 lＭＲＣ 

８ ローャルスターアイコン '１１「｛垣大

９ レデルマーシヤルダーハムカズ 縦J|：一路

９ ﾏネーチヤイルドデルモアミステイカル 金子雄fil

1０ ｱースイーストレイシヨンラベール I2lZ々木１１/ljilli ＧＣ･ＳＯＢｕＣ 

１０ オレーターマラi､－ンプリンセス ｊⅡ付１１i之 ＧＲＣ･ＳＲＣ 

1］ サニーデールドラマチツクアスリート ﾘliiil三原１［

11 オークリツジスブローカートウインクル 秋lll久雄
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15回種馬共進会
６
回
黒
毛
瓢
種
共
進
会

蕊 瞳
●■■ 

~ｕｸﾞー

= 

豆

￣ 

可一喝 ■ 二醒壇因

挨拶する丸田氏

巳
戸

!▲。 '’2 ￣＝ 

■ 

健闘をたたえあってポーズ

)璽鋤のキョウエイサカエ

馬
の
部
で
は
、
灯
川
大
輔
氏
（
根
室
化

瀧
農
業
協
同
組
合
連
合
会
｝
の
審
査
に
よ

り
一
般
馬
か
ら
北
海
道
和
極
、
ポ
ニ
ー
な

ど
合
計
三
十
頭
余
の
巾
で
、
若
森
拓
栄
氏

の
キ
ョ
ウ
エ
イ
サ
カ
エ
が
二
年
連
続
で
雌

同
位
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

黒
毛
和
極
の
部
で
は
、
松
本
啓
氏
（
北

根
室
地
区
農
業
改
良
替
及
セ
ン
タ
ー
）
に

よ
る
怪
快
か
つ
、
わ
か
り
や
す
い
品
評
に

よ
り
第
一
部
（
雄
）
は
田
中
世
一
氏
出
品

の
「
美
津
浜
」
、
第
二
部
（
雌
｝
花
川
稔

氏
の
「
さ
ち
よ
」
、
第
三
部
｛
雌
｝
舟
Ⅲ

Ｆ百

馬って大きいね－

あったかくてやわらか－い

正
義
氏
の
「
し
な
こ
」
が
輝
き
ま
し
た
。

畜
産
体
験
に
訪
れ
た
児
童
は
初
め
て
の

砧
評
会
見
学
や
哺
乳
ピ
ン
に
よ
る
子
牛
へ

の
哺
乳
、
引
き
馬
に
よ
る
乗
馬
と
中
標
津

ビ
ー
フ
試
食
に
大
は
し
ゃ
ぎ
で
、
巾
に
は
、

「
五
回
も
馬
に
乗
っ
た
よ
」
ｕ
を
輝
か
せ

話
す
児
童
も
お
り
、
箙
前
に
家
畜
改
良
課

職
員
が
小
学
校
に
出
向
い
て
共
進
会
の
こ

と
を
説
明
し
た
こ
と
と
合
わ
せ
て
梢
没
詳

に
農
業
の
こ
と
、
農
協
の
こ
と
を
知
っ
て

も
ら
う
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

艤篝Ⅲ

瞭鼠

Ｎ
 

黒毛和牛にドキドキ

'５１J八Ｎ八KAsHIBETsu



今
呵
の
勉
強
会
は
、
一
乳
質
改
善
訓
習
会

～
乳
腸
炎
を
防
ぐ
た
め
の
搾
乳
方
法
～
」

と
題
し
ま
し
て
、
身
近
な
搾
乳
作
業
の
手

順
を
脚
確
認
し
、
ま
た
、
普
段
Ⅲ
気
な
く
便

露
薪
鑿

乳房炎を防ぐ
ために
青年部が乳質改善講習会

鶴！ 笠

蕊
Ⅲ 

■-

溌慧 灰司

L 

ニー

６月２日、青年部では、今年度第１

回目となる勉強会が、開かれました。

講師には、酪農課の長渕豊氏をお願

いして行いました。

屋=

、￣ 

用
し
て
い
る
搾
乳
機
器
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に

つ
い
て
映
像
を
交
え
て
解
説
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。

勉
強
会
の
開
始
早
々
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
映

し
出
さ
れ
る
動
画
が
真
っ
黒
に
な
っ
て
し

ま
う
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
あ
り
ま
し
た
が
、
勉
強

会
の
後
半
に
は
、
解
消
さ
れ
て
、
聞
い
て
納

得
、
さ
ら
に
、
見
て
納
得
で
き
る
允
実
し
た

勉
強
会
に
な
り
ま
し
た
。
今
川
の
勉
強
会

を
迦
じ
て
、
部
員
各
々
の
現
場
で
の
乳
房
炎

の
防
止
ま
た
は
、
乳
質
向
上
に
役
立
て
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
、
奥
を
迎
壹
え
る
に
洲
た
っ
て
、

乳
画
の
低
ド
が
危
ぶ
ま
れ
ま
す
が
、
ま
ず

は
基
本
か
ら
。
今
回
の
勉
強
内
容
を
今
一

度
確
認
し
、
搾
乳
作
業
に
当
た
っ
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

▽
行
年
部
細
織
強
化
委
旦
圧
櫻
艸
が
治

６月の胄年部員

生菌数1万以下の達崩率100％にＩ
β$やＩ

地|え背協で輝)]、前月の青年部貝の体；|[｜

胞数、生薗数を調査しておりますが、平成

１６年６月度のＪＡ中標津行ｲｌｉ部における、

生菌数一万以下達成詩が１００％という結采。

講習会などの取り細みが、着実に爽紘にな

っていっていますね。 青
年
部
だ
よ
り

［ ノ

証里ニー唇ご冠

》１０》｝

ボウリングに、
声歌にお酒に話し弾む！

「
。

Ｆ
‐
‐
』

青年部は６月５日、職員組合と共催で相互の交流を目的とし

たボウリング大会を開き、親睦を深めあいました。

ストライクにはハイタッチ

例
年
、
鰹
協
主
催
の
お
花
兇
に
青
年
部
ｕ

が
参
加
す
る
か
た
ち
を
と
っ
て
い
ま
し
た
が
、

搾
乳
作
業
な
ど
側
分
の
家
の
仕
躯
を
終
え
て

花
兄
に
参
加
す
る
と
午
後
八
時
を
過
ぎ
る
た
め
、

杠
時
過
ぎ
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
農
協
の
花
見

と
集
合
時
間
が
合
わ
ず
交
流
し
に
く
か
っ
た

こ
と
。
行
年
部
旦
も
職
貝
も
多
数
新
人
が
入
り
、

知
り
合
う
機
会
を
作
る
た
め
に
、
場
所
と
趣

向
も
変
え
て
行
っ
た
も
の
で
す
。

青
年
部
員
、
職
旦
合
わ
せ
て
六
十
余
人
が

参
加
し
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
に
心
地
よ
い
汗
を
流

し
た
後
、
二
次
会
と
な
っ
た
会
場
で
は
、
さ

ら
に
欲
に
話
し
に
花
が
咲
き
、
親
朧
を
深
め

あ
い
ま
し
た
。

総勢６０余人が交流を澱めました

jANAKAsll】B1iTsuIS
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お歌とおしゃべりが大好きな
ハスキーボイス知舅ちゃん！

鶯見知三ちやん
」巴矼

すみちなつ

2002年７月１８日生
鷲見礎・藷さん夫妻の
二女として生まれる￣四匹■

[●Ｃ 

Ａ￣ 

Ｖ
１
ｌ
 …ﾏ.＝菱壼鍵盤謹

抵､．．

が
続
く
今
月
の
人
気
衿
は
、
俣
落
地
区
・

鷲
見
健
さ
ん
二
女
・
知
亘
ち
ゃ
ん
で
す
。

諜
段
は
、
保
育
則
に
辺
う
知
旦
ち
ゃ

ん
な
の
で
、
お
休
み
の
ｕ
曜
日
に
伺
う

と
、
春
余
お
姉
ち
ゃ
ん
と
二
人
で
外
遊

び
。
花
を
と
っ
た
り
、
枝
を
拾
っ
た
り
、

ア
リ
さ
ん
と
遊
ん
だ
り
、
広
い
鷲
兄
牧

場
の
敷
地
は
、
元
気
一
杯
の
子
供
達
に

は
格
好
の
遊
び
場
。

知
璽
ち
ゃ
ん
に
は
、
４
川
に
生
ま
れ

へ１繁
忙
期
真
っ
直
中
、
変
ら
し
い
好
天
た
妹
が
い
る
の
だ
け
れ
ど
、
た
い
て
い

Ｐｈ、Ｄ

Ｐ 

凶

蜜

￣ 

蝋
､； 

肝
１
－
町
１
１
ｔ
『
一

Ｐ
 

Ｐ
■
 

も
、
鋲

な
ん
だ
と
か
。

春
奈
お
姉
ち
ゃ
ん
よ
り
、
ご
飯
の
壯

も
同
じ
、
も
し
く
は
多
い
く
ら
い
で
、

散
歩
川
の
べ
ビ
ー
カ
ー
に
乗
ら
ず
、
ひ

く
自
分
が
大
人
だ
と
い
わ
ん
ば
か
り

た
す
ら
歩
き
た
が
る
な
ど
と
、
と
に
か

る
の
に
赤
ち
ゃ
ん
の
お
し
め
を
取
り
皆

切
せ
ず
に
、
自
分
も
お
し
め
を
し
て
い

の
子
供
が
な
る
、

え
よ
う
と
し
た
り
、
保
育
剛
で
も
、
お

－－ 

「百

赤
ち
ゃ
ん
返
り
を
一Ｌ ｡」

歌をうたっています

ん
！ 

、

風
邪
を
ひ
い
て
も
ひ
ど
く
は
な
ら
な
い

し
、
ち
ょ
っ
ぴ
り
き
か
な
く
て
、
ケ
ン
カ

を
し
て
も
た
ま
に
勝
っ
て
し
ま
う
と
の

こ
と
参
そ
ん
な
知
奥
ち
ゃ
ん
だ
け
ど
、
実

は
お
し
ゃ
べ
り
や
歌
を
歌
う
の
が
人
好

き
で
、
ち
ょ
っ
と
か
わ
い
い
ハ
ス
キ
ー
ボ

イ
ス
で
い
ろ
い
ろ
お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
に
一
生
懸
命
歌
を
聞

か
せ
た
り
し
て
い
る
ん
だ
っ
て
。

さ
て
、
知
輿
ち
ゃ
ん
の
こ
れ
か
ら
に

つ
い
て
、
お
ほ
さ
ん
の
希
さ
ん
に
尋
ね

る
と
「
こ
れ
か
ら
人
変
な
時
代
に
な
る

の
で
、
女
の
子
で
も
一
人
で
食
べ
て
い
け

る
よ
う
に
手
に
職
を
つ
け
て
く
れ
た
ら

な
ぁ
…
」
ま
た
、
希
さ
ん
に
よ
る
と
、
お

父
さ
ん
は
「
体
格
が
良
い
の
で
、
テ
コ
ン

ド
ー
の
選
手
に
で
も
…
」
な
ど
と
言
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。

ほ
の
ぼ
の
と
し
た
鷲
兄
家
で
す
く
す

く
と
育
ち
、
三
人
姉
妹
の
兵
ん
巾
は
常

に
賢
く
、
そ
し
て
、
し
っ
か
り
と
生
き
て

行
け
る
、
そ
ん
な
た
く
ま
し
く
頼
も
し

い
女
の
子
に
行
っ
て
ね
！
剛
里
ち
や

」
アljANAKASHIBETSU



今
年
も
女
性
部
の
宿
泊
研
修
旅
行
が
、
六
月
八
～
十
日
ま
で
の
一
一
泊
三
日
で
行
わ
れ
、
道

外
は
静
岡
県
！
「
浜
名
湖
国
際
花
博
」
を
メ
イ
ン
に
、
静
岡
の
旅
を
堪
能
し
ま
し
た
。

柳
川
、
釧
路
空
港
ま
で
バ
ス
に
乗
り
、

い
ざ
出
発
。
羽
Ⅲ
空
港
か
ら
新
幹
線
を

10 

弓
ｎ
Ｆ

凸fｂ Ｉ
 

一声》

露

乗
り
継
ぎ
、
到
着

入
り
Ⅲ
前
で
若
干

▽ａ、

凶-.P
昼急

サボテンの寄せ植えができ上がりました

し
た
浜
松
市
は
梅
雨

の
蒸
し
苦
さ
は
あ
る

花と歴史と芸術に触れた
静岡浜名iiilllの旅！

バユで花のの圃対歩と界六入ず感１１げこう☆ま－
オラしの交庭芸にいいの下る、動かて１１花数二しう

謹製端鱸'111雛1雫

;鰯鯨蝋蕊；、

ばなバが蒲、画界立でま季六°かえ場liYilでれ花
見にラ印・国家のてしれ折ｈ会か込の県１ガる博
ら木、象紫際モイビ、た、々ａ場わみ入を八とへ
れ・ジ的陽花ネ、絶・花’１t・にらにりあ｝い･

６
の
の
、
比
較
的
過
ご
し
や

す
い
も
の
で
し
た
。

さ
て
、
ホ
テ
ル
に
チ
ェ
ッ

ク
イ
ン
し
、
い
ざ
行
動
開
始
。

楽
器
博
物
館
を
兄
学
し
、
古

く
か
ら
の
ピ
ア
ノ
や
世
界
の

楽
器
の
音
を
楽
し
み
、
後
に

そ
れ
ぞ
れ
が
浜
松
市
内
を
探

索
し
ホ
テ
ル
で
の
夕
食
。
夜

景
を
見
な
が
ら
、
静
岡
椅
物

「盃

喪犠

ハ
レ
ー
凸

Ⅱ 

)《

な
い
も
の
ば
か
り
。
帰
り
際
に
や
っ
と

う
な
ぎ
ア
イ
ス
を
賞
味
し
一
息
つ
き
ま

し
た
。
あ
ま
り
の
肺
極
・
パ
ビ
リ
オ
ン

の
多
さ
に
、
時
側
内
に
児
ら
れ
る
こ
と

が
で
き
な
っ
か
た
の
が
残
念
で
し
た
。
（
大

西
ふ
み
江
）

☆
花
博
紀
行
～
カ
ク
ト
・
ロ
コ
に
て
…
。

テ
レ
ビ
で
兇
て
長
い
間
、
見
た
い
…

会
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
バ
オ
バ
ブ
の
木
。

ア
フ
リ
カ
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
に

育
つ
幹
が
人
く
（
私
の
様
に
ズ
ン
ド
ウ
？
｝

何
と
も
奇
妙
な
水
。
思
い
が
け
ず
佗
博

で
几
る
こ
と
が
で
き
大
感
激
。
侮
雨
時

期
に
咲
く
鮮
や
か
な
紫
陽
花
（
内
地
で

は
あ
た
り
ま
え
｝
や
、
初
め
て
見
た
デ

ィ
ゴ
の
赤
い
花
、
数
え
切
れ
な
い
美
し

い
花
々
と
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
て
、
Ⅱ
的
地
サ
ポ
テ
ン
ラ
ン
ド
〈
カ

ク
ト
・
ロ
三
へ
。
何
と
も
不
思
議
な

ネ
ー
ミ
ン
グ
の
こ
の
施
設
「
サ
ボ
テ
ン

に
夢
中
」
と
い
う
意
味
と
の
こ
と
で
、
元
々

は
肉
牛
生
廉
を
手
が
け
て
い
た
が
、
今

蕊
四瓦

ロ
■

Ｉ 

■■局■

lバオバブの木」ｉｎ諺博会場

JANAIqSIlIBHTSU厩



女
性
部

は
、
サ
ボ
テ
ン
の
堆
産
・
卸
売
り
を
一
か

ら
始
め
、
サ
ボ
テ
ン
教
篁
や
近
隣
の
農
家

の
方
々
と
無
添
加
の
ジ
ャ
ム
・
み
そ
、
そ

の
他
の
農
産
物
の
滴
売
所
も
附
い
て
い
る

と
の
お
話
を
伺
っ
て
か
ら
、
い
ざ
サ
ボ
テ

ン
の
寄
せ
樅
え
開
始
。
そ
れ
ぞ
れ
が
好
み

の
サ
ボ
テ
ン
三
種
類
を
選
び
素
敵
な
水
の

樽
に
植
え
る
作
業
。
刺
さ
っ
た
ら
痛
そ
う

な
ト
ゲ
ト
ゲ
の
サ
ボ
テ
ン
、
何
で
こ
ん
な

に
不
思
議
な
形
な
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る

も
の
、
柔
ら
か
い
ト
ゲ
の
中
に
呵
愛
い
花

が
咲
い
て
い
る
も
の
も
あ
り
と
、
各
人
個

性
既
か
な
寄
せ
植
え
が
で
き
あ
が
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
し
て
も
、
肉
牛
経
営
か
ら
サ

ボ
テ
ン
経
営
へ
の
転
換
、
大
変
な
ご
苦
労

が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
奥
さ
ん
の

パ
ワ
ー
溢
れ
る
、
派
き
活
き
し
た
お
話
を

聞
き
、
同
じ
農
業
者
と
し
て
感
動
を
受
け
、

約
一
時
間
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。
（
山
下
智
代
）

さ
て
、
花
巡
り
を
後
に
、
術
泊
先
・
熱

海
温
泉
へ
新
幹
線
に
て
移
動
。
歩
き
疲
れ

た
部
貝
は
し
ば
し
眠
り
の
巾
へ
。
占
い
醗

史
の
あ
る
熱
源
へ
到
着
し
た
夕
刻
に
は
、

ば
ら
つ
く
胴
が
…
。

☆
あ
い
に
く
の
雨
で
「
お
宮
の
松
」
や
、

蛍
の
散
策
も
で
き
ず
少
々
残
念
な
想
い
を

残
し
、
夕
食
開
始
。
一
般
的
な
お
座
敷
で
、

次
々
と
逆
び
込
ま
れ
る
ご
馳
走
を
た
い
ら

げ
、
さ
あ
！
始
ま
り
ま
し
た
。
カ
ラ
オ

彫苦走然屯しか☆上て達りろめは覗がそケ
刻労りに「|ｉいり前二順おは｜}｝でる安か？れで
のが、咲よほ止佼’二｜子と、す、といせ￣ぞ歌
森忍もきりどみは［］￣な’ﾘ１とりｊは。るとれう
淀ばの誇、の、ひいし’１こ性’、ビ人、で人
術れ凌ろ道ｉＭｌＩｌ－どよくのろＷ［ひ１も忠し、
館るぃ、路い風くい床夜だでとル；わたＭｌ１ｉ
は’、力補脇道峠降よににがあし数゜せがる
、楽｜限に路・つlIil｝就は、れき本そる、人
見しブ駅紫を桁て路き戻,ＩｉＩｉばりでれよ～
てみと伝陽（根いへまる行夜終こにうえI1M
lLllに坂の花ス峠た・し現方のわんしなつき
ろしにルがはとＩＩＪた笑正illliつなてこ、入
にて選｜ご定、も。にな場たにもｌｈｉころ
調い手トくる恐す－１;リ女へと楽女性の人
「たのをＦ１･ろつ丼け性繰こし性を人と

鶏

鍵
幻忌

Ｐｉ 

鴬

彫
刻
の
森
美
術
館
に
て

' の
良
い
天
気
で
あ
っ
た
。
肚
界
各
国
の
祥

褐
芸
術
家
の
作
品
は
、
私
の
よ
う
に
見
る

、
の
な
い
者
に
と
っ
て
も
、
美
し
い
も
の

は
美
し
く
、
素
晴
ら
し
い
も
の
は
素
晴
ら

し
く
感
じ
ら
れ
る
芸
術
で
あ
っ
た
。
さ
て
、

御
殿
場
で
の
熾
食
を
済
ま
せ
、
熟
年
の
ガ

イ
ド
さ
ん
の
話
に
聞
き
入
り
な
が
ら
、
横

浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
を
通
り
、
ラ
ン
ド
マ
ー

、

き施やさわの参

いなのよ年ま簸協イ|；
れ設ｒ１ん例れ花力Ⅱ今

熊づWgiiiii3白

鯨iiF蝋
i雛蹴
。、流亦lYi行辺の

Ｅ可青
空
に
映
え
る
、
赤
や
白
の

彩
り
を
１
・
事
務
所
周
辺
を
華
や
か
に

でさて携行<成
しれ繋ぐ所窄ら長存
たた忙れをｌこいす先
・女則る訪映でるか
性ⅡＴこれえすＩＹｉら
部前とるるがに好
ｆ』にで人赤、は天
のもし々や秋、統
梼関よの、ま少き
様わう日ので々で
、ら゜を彩の雨、
おず楽り数が|~]
彼、しが力欲（こ
れ脇ま、Ｈし１１
．様力せり『、いに

ク
タ
ワ
ー
や
兼
陶
か
お
る
の
人
形
の
家
、

氷
川
丸
を
横
Ⅱ
に
、
羽
川
空
港
へ
。
楽
し

い
三
ｕ
間
で
あ
っ
た
。
（
伊
藤
節
子
）

台
風
が
心
配
さ
れ
な
が
ら
も
、
天
候
に

恵
ま
れ
、
値
や
水
で
季
節
を
感
じ
、
践
術

や
歴
史
に
触
れ
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
農
繁

期
を
乗
り
越
え
る
に
十
分
な
鋭
気
を
塗
え

た
、
楽
し
い
旅
と
な
り
ま
し
た
。

ノ
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消費拡大とともに問題になってくるのがゴミの問題です｡様々な取り組みを行っていま
すが､牛乳バックの利用法はいっぱいあるようなので自由研究のネタにいかがでしょうか。

！ 

作って飛ばそう

フリスビー
作っ

￣ｒ、

D ● 

（－ 

、

Ｉｌ 

ｌ， 

ヱＥｎｐｈ

可

10い

己
「、〆、

Ｆ-； 
⑥ nb4w1 ｣ 

－－ｺ 

１ キビ僻

諺
－－ ￣ ☆

こ
ん
な
形
の
も
の
を
作
っ
て
も
飛
ば
せ
ま
す
☆

技
術
提
供
｛
ふ
し
ぎ
ヒ
コ
ー
キ
稚
催
・
飯
肪
実
氏
｝

●
用
意
す
る
も
の
●
コ
ー
ス
タ
ー
２
枚
、
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
の
芯
、
接

着
剤
、
輪
ゴ
ム
３
本
、
や
る
気

①
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
の
芯
の
両
端
に
コ
ー
ス
タ
ー
を
２
枚
張
り
ま
す

②
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
の
芯
の
中
心
に
輪
ゴ
ム
を
三
本
つ
な
い
だ
も
の
を

ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
し
て
バ
ツ
と
手
を
離
す
と
飛
ん
で
い
き
ま
す
。
ち
よ
っ

と
コ
ツ
が
い
り
ま
す
。

心・・」ｒ二

①牛乳パックは洗って、乾かします
張り合わせてあるところをIこハサミをいれて
広げます

②図面を引きいて切ります

印

Ｐ
冗
捌

ｌＰ■b￣ 
ｊｒ－Ｆ 

マー■〒

■ 
､Ｉ 
’‘ ③のりしろになる２ｃｍ

幅に両面テープを貼りま
す。２つ折りにして、１３
等分ハサミで切り込みを
入れます

[騨一
￣ 

－＝ 

画国

④図のように張り
合わせます。同

じものを２組作
ります

一
Ｉ 

⑤２つをつなげて、ホ
チキスとテープで固定
します

⑥完成、

｢￣ こ
の
ペ
ー
ジ
は
禰
字
を
大
き
く
し
て
お
り
ま
す

[計纏ＩＰＩ交流センタ

広い場所で投げます。

⑦今回は、パッケージの表側を見えるように
作りましたが、裏側を見せて作って、色を
塗っても楽しいよ！

へ鼠裂
￣＝～■知床(中標津.北見)大会

むちやくちや真剣キロロなめざせ

７月３１日(土１９時30分から

計根別の交流センターでジヤパンカツプ紙飛
行機選手権中標津大会が開かれます。
参加費=５００円（先着20人は無料）

●問い合わせ先

ＮＰＯ法人伝成館まちづくり協議会

代表理事飯島実０９０－８３６２－９９８９

また､牛乳パックの利活用については､様々な

団体で紹介しています｡その１つ､全国牛乳容器

環境協議会のＨＰアドレスです。

http:〃www・yokankyojp／
ほかにもいろいろ探してみよう。

ノ
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インターネット上には、様々な人がそれぞれの思いを胸に、
ＨＰを開設しています。その中で、これは！と思うものを掘
り下げて、このコーナーで紹介していきます。電脳犢報館■ 

■ 

編
な
ぜ
牛
乳
を
ネ
タ
に
し
た
マ
ン
ガ
を

諜
き
始
め
た
の
で
す
か
１

今
川
は
、
牛
乳
を
題
材
に
し
た
マ
ン
ガ

を
掲
赦
し
て
い
る
「
ろ
Ｉ
ち
ゃ
ん
」
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
｛
以
下
Ｈ
Ｐ
三
月
刊
牛
乳
」
で
す
。

「
ろ
－
ち
ゃ
ん
」
さ
ん
の
Ｈ
Ｐ
を
訪
問
す

る
に
は
、
代
表
的
な
検
索
ペ
ー
ジ
で
「
牛
乳
」

と
人
力
し
ま
す
。
す
る
と
、
た
く
さ
ん
該

当
す
る
ペ
ー
ジ
情
彌
が
川
て
き
ま
す
が
、

そ
の
巾
で
も
ｋ
位
に
「
川
刊
牛
乳
」
と
い
う

ペ
ー
ジ
の
紹
介
が
あ
り
ま
す
。

一
九
九
七
年
か
ら
現
在
ま
で
、
延
べ
二

卜
一
万
人
も
の
人
が
訪
れ
た
「
川
刊
牛
乳
」
。

作
者
多
忙
に
よ
り
、
全
て
の
ペ
ー
ジ
の
史

新
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
「
牛
乳
コ
ラ
ム
」
、
「
牛
乳
四

コ
Ｚ
、
牛
乳
し
か
売
ら
な
い
お
店
「
み
る

く
庵
」
を
越
材
に
し
た
マ
ン
ガ
『
牛
乳
茶

屋
み
る
く
応
』
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
玄
人
好
み

で
す
が
、
ろ
－
ち
ゃ
ん
さ
ん
の
牛
乳
大
好

き
振
り
が
伺
え
る
作
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■ 

月刊牢剛
】蓋’．、己ユユjUE＝|ハョォJqo舞爵間・Z

焼
酎
の
一
『

森
伊
蔵
を
：
一

モ
リ
ゾ
ー

も
り
い
そ
う

竺驫

ろ
将
に
ｕ
標
は
な
い
の
で
す
が
、
袴
さ

ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
忠
の
長
い
サ
イ

ト
通
常
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

三
（
百
二
一
〕
○
ヨ
の
己
四
ｍ
の
一
三
戸
こ
る
○
三
一
『
Ｃ
Ｄ

一］、二一

ろ
－
ち
ゃ
ん
一
以
下
ろ
｝
学
生
蟻
で
共
同

生
活
を
し
て
い
た
時
に
、
牛
乳
を
共
同
雌

入
し
て
食
災
を
淳
か
そ
う
と
考
え
、
牛
乳

同
好
会
と
い
う
サ
ー
ク
ル
を
作
り
ま
し
た
。

そ
の
時
の
会
栩
「
Ｈ
刊
牛
乳
」
に
減
せ
て
い

た
牛
乳
マ
ン
ガ
が
い
つ
の
ま
に
か
一
人
歩

き
し
て
、
こ
の
よ
う
な
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

編
牛
乳
と
の
川
会
い
二
番
美
味
し
か
っ

た
牛
乳
は
Ｉ

ろ
牛
乳
の
銘
柄
に
こ
だ
わ
り
は
な
く
、

ど
の
牛
乳
も
お
い
し
く
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
だ
絞
り
た
て
の
牛
乳
を
飲
ん
だ
こ

と
が
な
い
の
で
一
度
飲
ん
で
み
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

編
Ｈ
Ｐ
を
述
営
す
る
に
升
た
り
、
気
を

付
け
て
い
る
こ
と
。
片
労
は
－

ろ
こ
ま
め
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
癖
週
の
史
新
を
め
ざ
し

て
い
ま
す
。
。
…
：
舷
近
は
忙
し
く
て
史
新

が
お
ろ
そ
か
に
な
っ
て
い
る
の
で
反
省
し

て
い
ま
す
。

編
こ
の
道
で
、
Ⅱ
指
し
て
い
る
こ
と
は

P~三%

□ｃＢｐ□●●●■■●●●●●●●●●●●●●●●●●●□●●●●●●●●●●●■●●●●●●●●●●●●ＣＤ●●●●●●●●●●●●●●●●■●●●●●●｡●■●●●■ロ●●■●●●●●の●■■●■●●●●■ロ●●●■■■■■

CNNニュースによれば､米国のベンチャー企業が炭酸入り牛乳を発売し､各地の学校区
から注文が寄せられているとのこと。

この商品の名前は｢RPM｣(RefreshingPowerMilk)と言い､風味は｢バニラカプチー
ノ｣､｢ブラジル風チョコレート｣､｢チョコレート･ラズベリー｣の3種類。

製品を考案･開発したのは､MacFa｢ms社のＭａ｢ｙＡｎｎＣＩａ｢kさんとその夫のGeorge
氏｡看護師だったMaryさんは学校での勤務経験から子供達が牛乳より炭酸飲料を好む傾
向に危機感を抱き､同製品の開発を思い立ったとか｡牛乳と炭酸で､この味ということ､こ
れで360ccあたりの糖分が129というのは､牛乳を飲むようになったといっても､子供達
にとって果たして健康的なのでしょうか｡当初の目的からずれている気もします。
日本でも､かつて炭酸入りコーヒーや炭酸入り紅茶が紹介されて

￣■ 

入
り
牛
乳
Ｒ
Ｐ
Ｍ
が
人
気
”

は､消えていきましたが､そのうちこのRPMが｢健康飲料｣と称され
輸入されることになるでしょうか？

＝ 

百

こ
の
ペ
ー
ジ
は
本
文
活
字
を
大
き
く
し
て
お
り
ま
す

こ
れ
に
対
し
て
Ⅱ
本
で
も
、
牛
乳

は
苦
手
だ
が
、
コ
ー
ク
に
牛
乳
を
入

れ
た
の
は
飲
め
る
と
い
う
人
。
さ
ら

に
、
ミ
ル
ク
ア
イ
ス
を
浮
か
べ
て
い
る

の
を
喫
茶
店
で
川
し
て
い
る
お
店
も

あ
る
よ
う
で
す
。
ま
た
、
オ
ロ
●
ミ
ン

Ｃ
で
ミ
ル
ク
セ
ー
キ
。
（
牛
乳
十
オ
ロ

ナ
●
ン
Ｃ
＋
化
卵
）
こ
れ
に
つ
い
て

は
Ｔ
Ｖ
Ｃ
Ｍ
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
の

で
推
奨
さ
れ
る
飲
み
方
で
す
ね
と
い

う
意
見
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

▼
と
い
う
わ
け
で
、
あ
な
た
が
お
奨

め
す
る
牛
乳
の
飲
み
方
や
脱
脂
粉

乳
を
上
手
に
活
用
す
る
方
法
、
こ
の

記
事
へ
の
御
意
見
も
募
集
し
ま
す
。

（
例
）
灘
油
を
ち
ょ
っ
と
垂
ら
す
よ

と
か
。
味
哨
を
一
さ
じ
加
え
る
と
か
。

報
併
さ
れ
た
飲
み
方
や
活
川
法
は

編
集
肘
で
試
し
て
今
後
、
紹
介
し
て

行
き
ま
す
。

￣ 

牛乳とオロ●ミンCを１：１にしたも
のに卵｡クリーミーな妹にビックリ
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図１草地でのギシギシに対する除草剤の選択

薑fiiiliHI鴬ii:|i;請司
雑草を退治しよう

に｣卿畷燗ｾﾝﾀｰ己

維持草地春･新掻草地

春夏(-番草後)ｌ秋｜秋
多いｱｰｼﾞﾗﾝ｜ｱｰｼﾞﾗﾝ|ｱｰｼﾞﾗﾝ

マメ科率
少ない ハーモニーハーモニー

図２維持草地でのギシギシに対する除草剤使用量

ハーモニー処理アージラン処理

イネ科単播草地
アルファルファ草地

マメ科混播草地対象草地

ギシギシの栄養成長灘 夏処理および秋処理

採草・放牧２１日前まで使用時期 秋処理
１０月上～牛

春処理

５月上～下

維持草地200～300m２３００～400m』１０a当薬量

(水量100）
３屑 ギ
シ
ギ
シ
の
多
い
草
地
が
目
立
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
除
草

剤
に
よ
る
ギ
シ
ギ
シ
退
治
の
適
期
で
す
。

維
持
草
地
、
更
新
草
地
や
植
生
に
よ
っ

て
除
草
剤
を
使
い
分
け
、
確
実
に
退
治

し
ま
し
ょ
う
。

維
持
草
地

械
生
や
散
布
時
期
に
よ
っ
て
同
一
の

よ
う
に
ア
ー
ジ
ラ
ン
と
、
ハ
ー
モ
ニ
ー

を
使
い
分
け
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ー
モ
ニ
ー
は
夏
に
散
布
で
き
ま
す
が
、

ク
ロ
ー
バ
に
薬
害
が
生
じ
ま
す
。
ク
ロ

新播草地 ２００～３００Ｍ 

図３作業手順 －
（
の
少
な
い
草
地
や
ア
ル
フ

ァ
ル
フ
ァ
草
地
の
夏
・
秋
処
理

に
は
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
、
ク
ロ
ー

バ
の
多
い
峨
地
に
は
ア
ー
ジ
ラ

ン
の
存
か
秋
処
理
を
行
い
ま
す
。

（
図
一
二

伊司、

２香草収極 ２番草収程

既存草の再生揃
（１０～１４日間） 堆肥散布

耕起
砕土

土改材散布
整地･鎮圧

除草剤散布

１５曰後

堆肥散布
耕起
砕土

土改材散布
整地･鎮圧

更
新
草
地

こ
れ
か
ら
秋
起
こ
し
を
行

い
、
来
春
に
播
種
を
行
う
場

合
、
緋
起
前
に
除
草
剤
を
散

布
す
る
方
法
（
前
植
生
処
理
｝

と
耕
起
後
に
散
布
す
る
方
法

（
播
樋
床
造
成
処
理
）
が
あ

除
草
剤
は
、
柴
か
ら
吸
収
さ
れ
ま
す
。

ど
ち
ら
の
場
合
も
、
ギ
シ
ギ
シ
の
集
が
一
一
一

～
四
枚
に
附
い
た
時
期
（
写
真
二
に
散

価
し
て
く
だ
さ
い
。

越冬→翌春

蕊
雑草の再生揃
（約３０日間）播種･施肥

除草剤散布鎮圧

播種･施肥播種:６０～７０日後

鎮圧
播種:６０～７０日後

１番草収酒
「ベ

１番草収種

図４前植生処理の場合における除草剤必要量

主な対象雑草地下茎型イネ科･lK葉雑草 ギシギシ類 フキ

薬ｊＩｌｌ水lIt薬1【（水）T［薬fit水ｆｋ
１ＩⅢ/10ａｌＲＸ/ｌＯａｌ】１０/l0alM/10ａⅡ'0/10ａ剛/10ａ

薬剤名

５０～１００ ５０～７Ｃ ８０～１００ 
ラウンドアップ(多量散布〕 ５００～７００ 800～l００Ｃ ２５０～５００ 

～￣’～￣￣￣…ｗ￣.～。～￣(蝋度0.5％）￣￣（濃度１％）￣￣￣（濃度1％）

ﾗｳﾝﾄﾞｱﾂﾌﾟ(少量散布）250~50025~50＊500~700125~50＊800~100025~50＊
ﾀｯﾁﾀﾞｳﾝ(多量散布）‘''0()～60080～10040()～6()()'80～100800~１０００１００
タッチダウン(少量散布）400～60025～５０＊500--70025～５０＊

(濃度1％）

り
ま
す
。
シ
バ
ム
ギ
や
リ
ー
ド
キ
ャ
ナ
リ

ー
グ
ラ
ス
な
ど
の
地
下
茎
狐
イ
ネ
科
雑
炊

が
多
い
場
合
は
前
植
生
処
理
が
、
ギ
シ
ギ

シ
類
の
多
い
場
合
は
播
種
床
造
成
処
理
が

有
効
で
す
。

更
新
前
に
雑
草
の
種
類
を
確
認
し
て
処

理
方
法
を
決
め
、
図
三
の
作
業
手
順
を
参

考
に
作
業
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。
播
征
床

造
成
処
理
を
す
る
場
合
は
、

今
年
中
に
耕
起
、
鶏
地
・

鎮
圧
ま
で
行
い
、
播
種

で
き
る
状
態
で
越
冬
し

ま
す
。
米
作
、
雑
草
が

腹
え
そ
ろ
っ
た
ら
除
筑

剤
散
布
、
播
種
を
行
い

ま
す
。

除
草
剤
の
使
川
難
は
、

図
四
、
五
を
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

図５播種床造成処理の場合における除草剤必要量

主な対象雑草 すべて

薬量水量

m2/10a HX/１０ａ 
薬剤客

ラウンドアップ２５０～５００１２５～５０＊

タッチダウン１２００～４００１２５～５０＊

＊散ｲｶﾞの際には少赴iWliWJIIノズルをlilinlしてください

1２ IANAKASHIBETSU 

iＭ 

春

持草」

夏(－番草後）

'1１ 

秋

青･新掻草地

秋

マメ科率
多い

少ない

アージラン

ハーモニー

アージラン

ハーモニー

ｱージラン

アージラン処理 ハーモニー処理

対象草地 マメ科混播草地
イネ科単播草地

アルファルフア草地

使用時期

ギシギシの栄養１

春処理

５月上～下

H長期

秋処理
１０月上～中

夏処理および秋処理

採草・放牧２１日前まで

１０a当薬屋

(水量100）

維持草地

新播草地

200～300,2 300～400m！ 

200～300,2 
３９ 

■２香草収穫一｜
既存草の再生揃

（１０～１４日間）

｜除草剤散布！

１５日後

畷

堆肥散布

耕起
砕土

土改材散布

整地･鎮圧

２i屠章Wj繭更_］

越冬→翌舂

｜播種･廼墜｜
鎮圧

播種:６０～70日後

’１番草収藺-１

雑草のド
（約3０

１除草剤１３W布｜

播種･施肥｜
鎮圧

播種:６０～７０日後

｜１番草1匹種』

主な対象雑草 地下茎型ｲﾈ 科･1K葉雑草 ギシギシ類 フキ

薬剤名
薬迅

１１Ⅲ/１０ａ 

水11ｔ

蹄/lOa

薬1【｛

Ⅲ0/２０ａ 

水１７【

ilX/10ａ 

薬{iｔ

Ⅱ'0/10ａ 

水{it

1%/10ａ 

ラウンドアップ(多量散布） ２５０～５００ 
５０～1００ 

(蝋度0.5％）
５００～７００ 

５０～7０ 

(濃度１％）
8()0～1000 

８０～1００ 

(濃度1％）

ラウンドアッブ(少量散布） ２５０～５００ ２５～５０＊ 500～７００ ２５～５０＊ 800～1０００ ２５～５０＊ 

タッチダウン(多量散布） ４０()～６００ ８０～１００ `】０()～６()(） 8()～１００ 800～1000 １００ 

タッチダウン(少量散布） ４００～600 ２５～５()＊ 5()０～７００ ２５～５０＊ 

主な対象雑草 すべて

薬剤名
薬量

m2/10ａ 

水量

/１０ａ 

ラウンドアッブ ２５０～５００ ２５～５０＊ 

タッチダウン ２００～４００ ２５～５０＊ 
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《
ロ 動 静

開
催
刀
Ⅱ
平
成
十
六
年
六
月
几
Ｒ
㈱

開
催
場
所
農
協
中
会
議
室

〈
議
決
事
項
〉

｜
各
澄
余
の
借
入
れ
に
つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

一
役
且
視
察
研
修
に
つ
い
て

二
平
成
十
六
年
度
各
種
補
助
金
呼
予
蝉

に
つ
い
て

三
．
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
川
組
合
の
料
金
改

の 、
マ
マ
可
マ
マ
マ
マ
司
可
、
マ
マ
▼
て
て
剤
可
で
可
Ⅵ
マ
マ
マ
マ
マ
マ

〔第s回〕
理事会
の

経過報告

武佐…俵`橋地区別懇談会

経営診断

青年部乳房炎対策講習会

中標津・第２俣落地区別懇談会

当幌地区牛魂祭

武佐地区畜牛品評会

根釧大根ブロッコリー研修会

俵橋地区帯牛lii1i評会

ＣＤＰ研究会１番草収穫作業打合せ

開陽地区畜牛品評会

青年部・職員交流会

農協糞尿散布関係打合せ

企画会議（係長以上）

営農協議

第２俣落地区畜牛品評会

第３回理事会

ホクレン乳質改善協議会

スペース利用組合１番草収穫,作業打

合せ

農協総合アトラクション打合せ

第５７回通常総会

農協総合共進会

中標津農業高校実習生受入式

青年部組織強化委員会

青年部ＰＲ委貝会

第４回理事会

固定資産購杳

女性部」Ａ事務所環境整備

青年部役員会

アペックス利用組合１番草収穫作業

打合せ

内部審査（購買．販売）～２４１１

氷上商校受入式

中標津農業高校実習生終了式

ミルクの里フリーマーケット

熟年会役旦会

１１］ 

２１圀

３日

４Ⅲ 

開
催
几
Ⅲ
平
成
十
六
年
六
川
Ｉ
八
ｕ
鋤

開
催
場
所
膿
協
巾
会
議
室

〈
議
決
事
項
〉

定
及
び
キ
ャ
ン
セ
ル
時
の
対
応
に
つ

い
て

四
．
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
推
本
計

画
に
関
す
る
組
織
討
議
に
つ
い
て

５日

Ｃ第４回】７１」

理事会
の

経過報告

81-’ 

９１１ 

lＯＥ 

「
平
成
十
六
年
度
各
埋
瓶
の
報
酬
配
分

に
つ
い
て

一
．
平
成
Ｉ
六
年
度
信
川
供
川
等
限
度
額

の
決
起
に
つ
い
て

三
．
平
成
ト
レ
ハ
年
度
虚
付
命
利
率
の
蛾
高

限
度
の
決
定
に
つ
い
て

四
．
平
成
十
六
年
度
余
桁
金
の
頂
入
先
の

決
定
に
つ
い
て

五
．
行
政
庁
へ
の
業
務
報
杵
叶
の
提
川
に

つ
い
て

六
．
金
融
課
Ａ
Ｔ
Ｍ
機
更
新
に
伴
う
リ
ー

ス
契
約
に
つ
い
て

上
．
共
済
課
車
輌
更
新
に
伴
う
リ
ー
ス
契

約
に
つ
い
て

〈
報
告
事
項
〉

「
平
成
十
六
年
度
各
監
躯
の
報
酬
額
の

決
定
に
つ
い
て

二
．
ｊ
Ａ
中
標
津
総
合
共
進
会
の
結
果
に

つ
い
て

ｌｌｐ 

ｌ５１１ 

１６日

１７日

181」

191二’

２２個

「
￣、

」Ａ鬘讓。吻已ｐｐＬＩ241-1 

25日

２７日

２９日

④７月３０日午後5時より⑬事務所金融店舗横駐車場

※太字表記は会曰号に記事掲載しています

｣ し
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①上川町農協､有限会社グリーンサポート

作
業
の
効
率
化
と
コ
ス
ト
の

低
減
を
は
か
る

「

■~￣￣~１ 
4..--＝?■礼一一で

－－ 

蕊霞Lri霊1譲糾銅１ 役
職
員
の
研
修
会
が
六
月
十
六
～
十
七
日
の
二
日
間
行
わ
れ
、
上

川
町
の
農
作
業
受
委
託
組
織
㈲
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
、
士
別
市
の
Ｔ

Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
㈲
デ
イ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
士
別
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ

の
内
容
か
ら
今
回
は
、
上
川
町
農
協
と
㈲
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
の
内

容
を
紹
介
し
ま
す
。

ｌ 
－ｒ－ 

Ｆ鶴
一山

■ 

田■ＬｍＬ
■ 

lIIINMi idzIl nI2dZH 

(壱)グリーンサポートの施設､手前は水圧

ｋ
川
町
農
協
の
腱
家
戸
数
は
、
二
十
九

一
川
（
う
ち
専
業
四
十
八
戸
）
、
耕
地
而
椣
は

二
、
四
一
一
六
ｈ
ａ
（
う
ち
水
川
六
二
○
ｈ
ａ
、

川
一
、
八
○
○
ｈ
ａ
）
、
大
野
川
の
麓
、
標
高

が
Ⅲ
○
○
～
六
○
○
ｍ
に
位
紐
し
、
人
根
・

馬
鈴
し
ょ
・
キ
ャ
ベ
ツ
・
ア
ス
パ
ラ
な
ど
を

栽
培
し
岡
原
野
菜
と
し
て
束
泉
方
面
へ
出

荷
し
て
い
ま
す
。
肉
牛
で
は
大
雪
高
原
牛
（
ホ

ル
雄
肥
育
｝
と
い
う
銘
柄
を
つ
け
て
販
売
し

て
い
ま
す
。
農
業
総
碓
産
額
は
Ｉ
七
億
二

千
五
百
万
川
で
酪
農
三
○
％
、
農
産
物
二

一
％
、
米
一
八
％
、
肉
牛
一
菰
％
の
割
合
と
な

っ
て
ま
す
。

㈲
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
は
農
業
青
七
戸

と
上
川
町
農
協
が
出
溢
し
、
平
成
十
年
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
農
地
の
集
積
、
利
川
調

終
、
腿
作
業
の
受
委
託
を
行
い
、
自
ら
肉
牛

生
藤
・
畑
作
経
営
、
さ
ら
に
担
い
手
の
受
入

も
行
っ
て
い
ま
す
。

㈲
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
設
立
の
背
餓
と

し
て
は
、
①
岡
と
道
の
後
押
し
で
ア
ン
ガ
ス

Ｐ 

推
進
基
地
榊
想
が
持
ち
ｋ
が
り
、
山
林
を

切
り
開
い
て
牧
草
地
を
造
成
し
、
多
く
の

ア
ン
ガ
ス
牧
場
が
誕
雁
し
ま
し
た
が
、
牛

肉
輸
入
Ｒ
川
化
の
彩
騨
で
ほ
と
ん
ど
の
牧

場
は
離
農
し
、
牧
草
地
は
遊
休
地
と
な
っ

て
い
た
こ
と
。
②
既
存
農
家
の
離
農
に
よ
る

遊
休
農
地
の
哨
加
③
経
営
音
の
筒
齢
化
に

よ
る
祝
い
子
下
腿
が
地
域
の
問
題
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
た
め
、
公
社
の
長
期
腿
地
保

有
合
理
化
促
進
聯
業
を
活
用
し
遊
休
農
地

の
集
種
を
図
り
ま
し
た
が
、
こ
の
禰
業
は
十

年
後
に
新
規
就
農
者
を
含
め
買
戻
し
が
条

件
で
あ
り
、
売
却
の
難
し
い
離
農
農
地
は
、

先
導
的
農
用
地
利
用
集
種
事
業
を
利
川
し
、

脚
と
道
の
補
助
を
受
け
て
賃
貸
借
す
る
方

式
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
受
け
皿
と
し
て
賀

取
・
賃
借
す
る
経
済
力
の
あ
る
組
織
が
必

要
だ
っ
た
こ
と
。
④
高
齢
化
に
伴
う
労
働
力

不
足
解
消
の
た
め
、
農
作
業
の
受
委
託
組

織
の
誕
生
が
望
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。

シスデム西Eﾖワフロー又冠
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＝期」

２回哩合、２回哩合、【劃Zn仁ら四通と士

「 Ⅵ 
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支援システムについて説明を受ける

㈲
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
の
特
色
は
、
参

加
農
家
の
膿
地
を
一
枚
の
腱
地
と
し
て
捉

え
る
こ
と
に
よ
り
、
作
業
の
効
率
化
・
コ
ス

ト
低
減
を
図
っ
て
い
る
こ
と
で
、
㈲
グ
リ
ー

ン
サ
ポ
ー
ト
が
作
付
を
綱
膿
す
る
事
に
よ

り
、
同
じ
作
物
を
適
地
に
ま
と
め
て
地
続

き
に
作
付
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
輪
作

体
系
・
交
換
勝
作
も
調
整
し
、
畜
産
農
家
の

堆
肥
処
理
と
し
て
畑
作
鰹
家
へ
堆
肥
供
給

も
川
能
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
農
地
を

所
行
し
て
い
な
い
人
で
も
利
川
権
を
設
定

す
る
と
、
㈲
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
椅
義
の

膿
地
使
川
が
可
能
で
あ
り
、
参
加
者
の
八

割
は
農
地
を
所
有
し
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、

新
規
参
入
し
や
す
い
環
境
が
整
っ
て
い
る

た
め
、
㈲
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
や
二
戸
の

酪
農
法
人
で
は
、
構
成
員
の
半
数
以
上
が

新
規
参
入
者
で
占
め
ら
れ
、
三
法
人
と
も

新
規
参
入
者
が
代
表
と
な
っ
て
い
ま
す
。
鰹

作
業
受
託
で
使
う
膿
業
機
械
は
、
Ｊ
Ａ
で

取
得
し
償
却
没
柵
州
額
で
リ
ー
ス
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
農
協
で
遊
休
農
機
具
の
階
上
、

貸
出
し
を
支
援
し
て
お
り
ま
す
。

㈲
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト
の
迎
営
方
式
に

つ
い
て
は
、
脱
サ
ラ
だ
か
ら
考
え
ら
れ
た

方
式
で
あ
り
、
従
来
行
わ
れ
て
い
た
個
別

農
業
か
ら
集
団
農
業
と
言
う
形
へ
の
桁
造

改
敏
で
あ
り
、
今
は
上
川
膿
業
の
さ
さ
え

と
な
っ
て
い
ま
す
。
㈲
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
ト

の
経
憐
は
、
平
成
十
四
年
は
一
千
百
万
円
の

黒
字
で
し
た
が
、
平
成
十
五
年
は
肉
牛
部

門
の
赤
字
が
人
き
く
、
㈲
グ
リ
ー
ン
サ
ポ

１
ト
全
体
で
几
百
二
万
円
の
赤
字
と
な
っ

て
い
ま
す
。

'1４ lANAKASIlIBETSU 
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商
Ｔ
会
青
年
部
が
企
画
す
る
な
か
ま
つ

ぷ
市
場
が
七
月
三
十
一
日
、
八
月
一
日
の
両

日
附
か
れ
ま
す
。
暑
い
臭
を
満
喫
す
る
た

め
に
是
非
お
出
か
け
に
な
っ
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。
お
得
な
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
前
売
り

チ
ケ
ッ
ト
も
販
売
中
で
す
。
問
い
合
わ
せ
先

Ⅱ
中
標
津
川
商
工
会
ｒ
二
’
二
七
一
一
○

Ｔ－－－－ｌ 
■ 

■￣ な
か
ま
つ
ぷ
市
場

別
曰
、
引
曰
開
催

靱で
① 画 」、

"Ｉ 
兵庫県立氷上高校の酪農実習生恒例､牛踊の
１コマです｡｢ちちしぼり～｣全員で大きな声を響
かせ､７月３曰､元気に中標津を後にしました。 「

商
品
紹
介
や
製
造
工
程
、
ス
タ
ッ
フ
ダ

イ
ア
リ
ー
な
ど
の
コ
ン
テ
ン
ッ
や
滴
接
問

陥
を
発
注
で
き
る
よ
う
に
も
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
お
中
元
の
注
文
な
ど
に
も
ご

活
川
下
さ
い
。

ミ
ル
ク
の
坐
で
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
六
月
は
、
ニ
ト
七
日
の

日
曜
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
帰
国
し
た
竹

村
富
夫
さ
ん
の
娘
さ
ん
は
、
今
ｕ
初
め
て
の

川
店
。
売
上
は
「
ち
ょ
っ
と
で
し
た
」
と
の
こ

と
。
受
付
は
酪
農
課
ず
こ
’
’
一
一
○
九
七
・
服

部
ま
で
。
七
月
は
二
十
五
脚
、
八
月
は
二
十

九
ｕ
の
各
ｕ
雁
ｕ
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

Ｊ
Ａ
な
か
し
く
つ
乳
製
品
工
場

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
で
き
ま
し
た

ミ
ル
ク
の
里

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

的 刀by 

Ｅ'1 

httpWmachimirucom／ 
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､ 

俣
落
、
関
共
栄
の
簸
原
康
博
さ
ん
の
弟

さ
ん
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
道
へ
の
原
点
は
、

中
学
校
の
頃
に
学
校
へ
ク
シ
や
ド
ラ
イ
ヤ

ー
を
持
ち
込
ん
で
、
同
飛
、
後
飛
た
ち
の
髪

を
カ
ッ
ト
し
た
り
、
頭
を
イ
タ
ズ
ラ
半
分

で
セ
ッ
ト
し
て
い
た
こ
と
。
俣
蒋
の
何
年
代

の
人
の
中
に
は
、
被
害
筒
ワ
・
も
膳
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

単
く
に
希
望
を
定
め
、
高
校
二
年
化
で

道
来
で
一
番
大
き
な
理
・
美
容
室
に
出
向
き
、

「
卒
業
後
に
働
か
せ
て
欲
し
い
」
こ
と
を
伝

え
ま
し
た
。
そ
の
お
店
の
オ
ー
ナ
ー
は
、
「
気

が
変
わ
る
か
も
知
れ
な
い
で
し
よ
」
と
諭
し
、

も
し
や
る
気
が
あ
る
な
ら
、
高
校
に
迎
い
な

が
ら
理
容
学
校
の
通
信
教
育
課
程
を
受
け

て
は
ど
う
か
と
ア
ド
バ
イ
ス
。

そ
の
通
り
に
実
行
し
た
の
で
す
。
そ
の
叩

《咽，㈲ﾎﾟｰｲﾐｰﾂｶﾞｰﾙ
かさばらながひさ

代表笠原永久氏

芹司

いやあ～､今年の夏は､昨年と比較して暑い夏

が期待できそうですねえ｡牛乳､乳製品の需要
拡大につながれば良いなあ｡そんな､サッパリ

したい今月 の私に任せては､ヘアーサロン｢ポ

－イミーツガール｣代表の笠原永久さんです。変
あ
っ
て
、
商
校
卒
業
後
、
ほ
ど
な
く
し

て
岐
短
距
離
で
理
容
免
許
が
取
れ
る
こ

と
と
な
り
、
希
望
の
お
店
の
二
号
店
で

一
年
間
。
そ
の
後
、
何
系
列
店
が
巾
標
津

へ
出
店
す
る
こ
と
に
な
り
、
出
向
で
七
年

間
勤
務
し
ま
し
た
。
そ
し
て
現
住
は
、
そ

の
お
店
で
働
い
た
期
間
と
同
じ
七
年
Ⅱ

を
迎
え
て
い
ま
す
。
男
性
・
女
性
、
分
け

隔
て
無
く
利
川
（
理
容
）
し
て
欲
し
い
。

と
い
う
意
味
を
込
め
て
、
ボ
ー
イ
ミ
ー

ッ
ガ
ー
ル
。
ス
タ
ッ
フ
も
着
く
、
巾
・
商
生

ら
群
い
お
客
さ
ん
が
多
く
訪
れ
る
お
店

で
す
が
、
今
後
の
陵
開
に
つ
い
て
、
考
え

を
巡
ら
せ
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
は
ず
こ
’
五
○
六
二

'1１１ |聯
繋
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Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
網
走
の
さ
ぐ
ら
ん
ぼ

果
樹
を
唯
産
す
る
観
光
農
圃
十
一
戸
で
紐

識
す
る
網
走
さ
く
ら
ん
ぼ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
、
さ
ぐ
ら
ん
ぼ
オ
ー
ナ
ー
と
さ
ぐ
ら
ん

ぽ
狩
り
を
行
う
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
ナ
ー
の
申
込
は
七
月
一
日
か
ら
先
清

二
白
本
限
定
。
金
額
は
一
本
一
～
二
〃
円
。

逆
絡
先
Ｊ
Ａ
網
走
ｌ
青
果
課
紗
○
’
五
完

－
四
五
－
五
五
二
一
。

ホ
ク
レ
ン
Ｓ
Ｓ
（
当
膿
協
で
は
桜
ヶ
氏
２

Ｓ
Ｓ
）
で
は
、
八
月
十
五
日
ま
で
の
期
間
で
、

お
買
い
上
げ
千
川
ご
と
に
ス
タ
ン
プ
を
一

つ
押
印
し
、
Ⅲ
つ
で
地
図
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
恒
例
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

を
展
開
中
で
す
。
現
在
は
道
南
編
で
七
川

卜
八
日
ま
で
。
道
北
編
は
七
月
十
九
Ｒ
か

ら
八
月
一
日
ま
で
。
第
三
那
と
な
る
道
來

編
は
八
月
二
ｕ
か
ら
十
五
日
ま
で
。

中
古
農
機
と
自
動
束
の
展
示
即
売
会
が

七
月
一
一
一
十
口
、
一
一
一
十
一
ｕ
の
両
Ⅲ
、
根
室
機

械
セ
ン
タ
ー
／
ホ
ク
レ
ン
根
窒
地
区
家
畜

市
場
で
行
わ
れ
ま
す
。
時
間
は
午
前
十
時

さ
ぐ
ら
ん
ぼ
狩
り

オ
ー
ナ
ー
募
集

ホ
ク
レ
ン
Ｓ
Ｓ

チ
ャ
リ
テ
ィ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

中
古
農
機
・

自
動
車
展
示
即
売
会

Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ナ
ル
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ

出
版
は
、
第
十
四
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
き
ょ
う
の
料

理
人
賞
作
品
を
募
集
巾
で
す
。
▽
〆
切
は

八
月
二
十
一
Ｒ
・
▼
募
集
は
、
料
理
人
賞
部

門
と
特
別
部
門
の
二
部
門
で
そ
れ
ぞ
れ
、

二
つ
の
テ
ー
マ
で
募
集
し
ま
す
。
応
募
資
格

は
、
日
本
在
住
の
料
理
好
き
の
方
、
未
発
表

オ
リ
ジ
ナ
ル
研
に
限
る
。
●
問
い
合
わ
せ
先

Ⅱ
Ｎ
Ｈ
Ｋ
北
海
道
ビ
ジ
ョ
ン
内
き
ょ
う
の

料
理
大
賞
箙
務
局
价
○
二
－
二
五
一
’

’
一
一
一
一
一
一
。

か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

全
中
と
述
巾
央
会
は
ご
は
ん
・
お
米
と

わ
た
し
作
文
・
図
而
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
、

作
品
を
募
集
中
で
す
。
▼
〆
切
は
、
九
月
二

十
一
Ⅲ
。
毎
日
の
ご
は
ん
で
お
い
し
か
っ
た

こ
と
や
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

お
米
ご
は
ん
食
に
関
し
て
の
思
い
出
や
考

え
た
こ
と
な
ど
素
直
な
気
持
ち
で
自
由
に

表
現
し
て
ｒ
さ
い
。
▼
応
募
資
烙
は
、
小
中

公
募
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

６
つ
の
募
集

爵１４回ＮＨＫ
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１．． 

学
校
に
在
瀞
す
る
児
童
・
生
徒
と
盲
学
校

や
聾
学
校
お
よ
び
養
護
学
校
の
小
・
中
学
部
。

▼
全
中
が
主
催
す
る
第
二
十
九
河
の
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
作
品
を
除
い
た
作
品
で
、
二

１
三
回
の
同
北
海
道
コ
ン
ク
１
ル
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
●
問
い
合
わ
せ
先
Ⅱ
Ｊ
Ａ
北

海
道
中
央
会
水
川
農
業
課
「
作
文
・
図
阿
コ

ン
ク
ー
ル
」
係
ず
○
一
一
’
二
三
ニ
ー
レ
ハ
四

一
三
南
谷
。

家
の
光
協
会
で
は
、
第
二
ｕ
ザ
・
地
産
地

消
家
の
光
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
の
作
品
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
▽
〆
切
は
十
月
十
五
Ⅱ
。

地
域
の
農
産
物
を
使
っ
た
地
産
地
梢
料
理

を
グ
ル
ー
プ
噸
位
で
奮
っ
て
ご
応
募
く
だ

さ
い
。
●
お
問
い
合
わ
せ
先
Ⅱ
家
の
光
協
会

文
化
企
画
同
生
活
文
化
部
内
ｒ
○
三
’

’
’
一
二
六
六
ｌ
几
○
一
一
一
六
。

家
の
光
協
会
は
、
「
本
に
感
謝
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
第
四
同
家
の
光
読
替
エ
ッ
セ
イ

作
品
を
火
募
集
し
て
い
ま
す
。
▽
〆
切
は
、

十
月
三
十
一
日
。
本
が
も
た
ら
し
た
、
す
て

き
な
川
会
い
、
と
っ
て
お
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
。
本
に
ま
つ
わ
る
物
語
を
募
集
す
る

も
の
。
四
行
字
詰
め
原
稿
用
紙
江
枚
以
内
。

●
問
い
合
わ
せ
先
Ⅱ
家
の
光
協
会
文
化

企
耐
同
綏
○
一
’
一
一
一
一
一
六
六
’
九
○
三
七
。

根
室
支
庁
と
釧
路
支
庁
は
共
催
で
、
「
く

し
ろ
・
ね
む
る
花
の
あ
る
風
蛾
」
写
真
コ
ン

ク
ー
ル
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
▼
〆

切
は
卜
｜
、
｜
Ⅱ
。
▼
平
成
十
六
年
Ⅲ
Ⅱ
一

ＩＦ=、

Ⅲ
以
降
に
蝿
影
し
た
、
作
品
で
未
発
表
の

も
の
。
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
の
撮
彩
や
デ
ジ

タ
ル
処
理
し
た
も
の
は
不
可
。
●
問
い
合

わ
せ
先
Ⅱ
根
童
支
庁
商
Ｔ
労
働
観
光
課
観

光
振
興
係
綏
○
一
五
一
一
一
’
一
四
’
五
六
一

九
。根
室
支
庁
は
、
第
４
同
Ｈ
の
「
Ⅲ
脇
｛
し

ま
）
と
わ
た
し
」
絵
本
コ
ン
ク
ー
ル
の
作
品

を
募
集
中
で
す
。
▼
〆
切
は
、
平
成
十
六
年

十
一
月
一
日
。
北
方
領
士
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

絵
本
の
募
集
で
、
過
去
三
回
の
絵
本
コ
ン
ク

ー
ル
か
ら
三
Ⅲ
の
絵
本
が
製
本
さ
れ
、
北

方
領
ｆ
を
伝
え
る
た
め
に
活
Ⅲ
さ
れ
て
い

ま
す
。
あ
な
た
の
応
募
作
品
が
、
Ⅲ
Ⅲ
日
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
●
問
い
合
わ
せ

先
Ⅱ
根
掌
支
庁
地
域
政
莱
部
北
方
領
上

対
莱
室
价
○
’
五
一
一
一
’
二
円
ｌ
汎
五
九
二
。

胤亘･ロ 一
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〈
数
字
に
表
れ
な
い
事
故
も
〉

ト
ラ
ク
タ
ー
事
故
の
年
度
別
推
移
に
つ

い
て
は
、
（
表
ｌ
）
の
よ
う
な
数
字
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
度
の
巾
標
津
川
内
で
の
ト

ラ
ク
タ
ー
事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
よ
う
な
数
字
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

中
標
津
警
察
幹
に
よ
る
と
、
数
字
に
表
れ

な
い
蔀
故
は
あ
り
ま
す
と
の
こ
と
。

ト
レ
ー
ラ
ー
を
牽
引
し
て
低
速
走
行
巾

の
農
耕
ト
ラ
ク
タ
ー
に
普
迦
乗
川
市
が
追

突
し
、
ト
レ
ー
ラ
ー
の
下
に
束
が
潜
っ
た
ケ

ー
ス
。
こ
れ
は
、
今
年
六
川
に
実
際
に
起
き

た
市
故
で
す
が
、
数
字
に
は
表
れ
な
い
も
の

で
し
た
。
こ
の
ケ
ー
ス
で
は
追
突
し
た
側
の

逆
転
手
に
前
方
不
注
意
の
過
失
が
あ
る
た

め
、
人
身
事
故
と
し
て
処
理
す
る
と
届
け

た
自
分
が
自
分
を
罰
し
な
く
て
は
な
ら
な

繁
忙
期
と
な
り
、
ト
ラ
ク
タ
ー
が
ら
み

の
率
故
が
増
加
す
る
季
節
で
す
の
で
、
承

点
事
項
に
は
、
特
に
注
意
し
て
作
業
に
喝

た
る
よ
う
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〈
重
点
事
項
〉

①
低
速
巾
マ
ー
ク
の
反
射
材
を
ト
ラ
ク
タ

ー
後
部
に
付
け
る
。
（
牽
剥
し
て
い
る
も
の

が
あ
れ
ば
牽
引
さ
れ
る
側
に
も
取
り
付
け

る
）

②
薄
暮
時
・
夜
間
走
行
は
控
え
る
。

③
収
穫
し
た
牧
草
な
ど
の
車
体
か
ら
の
は

み
出
し
種
祓
を
し
な
い
。
｛
違
反
で
す
）

『

寧
晨
作
業
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

中
標
津
警
察
署
か
ら
の
お
願
い
で
す
。い
た
め
に
、
事
故
扱
い
を
し
な
か
っ
た
た
め

で
す
。

ト
レ
ー
ラ
ー
の
下
に
束
が
潜
る
よ
う
な

事
故
で
し
た
が
、
逃
転
手
の
命
に
別
状
が

無
く
て
不
幸
中
の
幸
い
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
い
く
ら
逆
転
手
が
悪
い

と
は
言
っ
て
も
、
死
亡
し
て
し
ま
っ
た
場
合

な
ど
、
追
突
さ
れ
た
側
に
過
失
が
あ
っ
た
場

合
に
は
、
過
失
致
死
傷
な
ど
と
し
て
逆
に

罪
を
問
わ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

万
全
の
交
通
安
全
体
制
で
作
業
に
臨
む
よ

う
に
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
ち
ら
が
加
欝
許
に
な

●トラクター事故の年別推移（過去５カ年）北海道
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ら
な
い
よ
う
な
安
全
走
行
で
お
願
い
致
し

ま
す
。

、

▽
｜
番
草
の
牧
草
収
極
調
製
作
業
が
終

盤
を
迎
え
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら

乾
唖
を
収
る
よ
と
い
う
方
も
居
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
作
業
の
安
全
確
保
と
、
Ｈ
々

の
点
検
作
業
は
怠
ら
な
い
よ
う
に
お
願

い
致
し
ま
す
。
ｋ
の
中
標
津
磐
察
解
の

話
し
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
Ⅶ
て
ら
れ

損
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
は
大
変
で
す
。

川
外
か
ら
の
中
標
津
へ
の
観
光
客
と
、

車
両
も
多
く
な
る
時
期
で
す
。
ス
ピ
ー

ド
を
川
し
て
走
行
し
て
い
る
噸
が
多
い

こ
と
を
考
え
て
、
過
失
の
な
い
よ
う
に

点
検
整
備
を
！

▽
さ
て
、
六
月
に
行
わ
れ
た
逆
中
央
会

の
総
会
で
、
冊
農
協
の
広
報
誌
「
な
か

し
く
つ
」
が
、
平
成
十
五
年
度
の
逝
内

二
位
と
な
る
優
秀
賞
を
頂
き
、
組
合
長

が
受
賞
し
て
参
り
ま
し
た
。
担
当
し
て

か
ら
約
一
年
間
に
な
り
ま
す
が
、
組
合

且
は
じ
め
、
快
く
取
材
の
了
解
を
し
て

い
た
だ
い
た
方
々
、
記
事
や
厚
真
を
提

供
し
て
く
れ
た
皆
様
の
ご
協
力
で
受
蛍

編
集
雑
記 可

霞

ｊ
 

出
来
た
も
の
と
感
謝
し
、
記
事
の
充

実
を
鳥
し
て
参
り
ま
す
。
今
後
一
胸
、

皆
様
の
顔
と
蔵
を
多
く
誌
回
に
登
場

さ
せ
る
よ
う
努
め
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

▼
今
川
、
い
ろ
い
ろ
な
実
験
で
夏
休

み
企
画
や
多
き
め
の
字
を
使
っ
た
ペ

ー
ジ
な
ど
を
褐
放
し
ま
し
た
。
裏
表

紙
の
空
の
写
真
館
は
、
事
務
所
の
玄

関
で
始
め
た
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
連
動
し

て
い
ま
す
。
編
集
局
と
し
ま
し
て
は
、

組
合
員
の
皆
様
が
ご
家
族
で
見
て
い

た
だ
け
る
よ
う
な
誌
而
作
り
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。
ご
意
見
、
ご
要
望

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
｛
ま
）

▽
反
射
材
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
峨
蘭

部
営
農
資
材
課
ａ
Ｉ
３
２
Ｏ
ｇ
ま
で
。

。
．
蛎

再
堰

Ｉ Ｉ iEyW 

一一

二
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これからもよろしくお顯い致します

、
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ギ
ャ
ラ
リ

【平成16年７月の行事予定】

７１房
１日…㈱

２日…③

３日…③氷上高校実習終了式

４｢1…⑧ 
５[二1…OED

６｢|…㈹酪腱フォーラム（農業試験場）
７１｣…㈹

８日…㈱あるろ定休日
gIl…燭

１０日…田女性部・青葉会バークゴルフ
大会

イ

7 言
の
写
薫
館

１１Ｆ１…⑧ 

１２１１…(月）

１３日…㈹

１４日…伽快適牛舎研究会（農業試験場）

１５日…㈱

行’６日…③
１７｢1…ｑｊ 

ｌ８１１…⑧ 

１９｢1…③海のⅡ
２０日…㈹
２１m…㈱

２２日…㈱あるろ定休日

２３，…㈱

２４１]…㈹

２５，…⑧ミルクの里フリーマーケット

２６ｐ…(月)筋２１，１生産委員会
２７ｐ…㈹第S1Lll営農委員会

Ｊｒホルスタイン根釧合同

サマースクール

２８日…㈱

２９日…㈹女性部ＪＡ塁まつり準備

３０日…③ＪＡ奥まつり.農機共展示即
売会

空を眺めていると、宇宙の広さを感じ、逆に人の小ささを改

切て考えさせられます。

＊蕊務所玄関でギャラリーなどを姶切ました。作品をお待ち
しております。

－３１ｐ…q）農機具展示即売会

、
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７月号のクイズ
本州のファミリーマートなどで、売りｌｊ１

されることになった、「北海道根室3.7牛乳」

の苑ｌＩＩ荷式が６月５１｣に行われました。

、'1膿協徹1ﾉﾘで集荷された、生乳が便、さ’

ｵしております。この牛乳のパッケージ

の呈本となる色は何色でしょうか。

①言②赤③黄色④白⑤緑
パッケージをIITめる割合が１番多い色と

します。
＿’ 

正解は、③の雨車です

多数のご応募ありがとうございます。

６ｊｊ)jのＩＩＨ趣は、②のI漉で水圧によって12rijm1迎転し、ピ

ニールハウス内をまんべんなく散水する機械をlIIと言うでしょ
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